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134 古代日本の暦に就て 天昇　2？7
吾が大和民族の聞に新知識を供給したであらうことは容易に考へ得られるし，
叉，数個の貴例をも學げることが出來るのである．そして，乱曲の人逮が，本
國に隔て，日常使用して居た「干支を以て日を記鋒する：方法」を，我が國に來
てからも，少くとも一部の間に於て毎日の記銘をするに當って採用して居たで
あらう．斯う云ふことを彼此考合すると，我が國で神武天皇の古よウ早くも『・z
支による記錐が残って居ることは不思議でもなく，何と云ふ暦法であったかほ
判らぬが，兎に角，所謂古代暦が存在した事も推測出來るのである．本問題に
つき詳細槍討を績けることにしやう．（昭和15年2月2日誌）
　　　　　　　　皆既日食時間中に黄道光を観測せよ
　　　　　　　　　　　　　　1：：．　1；．　IIul］，utt
　　　　　　　　Navnl　J〈esearch　1，abaratory，　XVashington，　1）．　C．
　黄道光の色々な下野，例へば黄道光帯の幅や輝度などは，太陽から約30。あ
たりまでは知られてみるb．大氣による日光の一斗のために妨げられて，約30
より近接してはどうにも親測がなされすにるる．しかし皆既日食の間には，太
陽から5。位までは，地球の夜の側，帥ち日出：或は一波の境界地方の以内の襯測
者によって，観測を丁張し得るやうである．この位置では・観測者は地球と月
とによって太陽の直接光を防ぐことが出來る．そして彼の太陽に向ふ薩明天は
月tCよって防がれて異常に階く，唯々太陽コロナで照らされるに過ぎない．そ
れで肉眼で，太陽に出牢るだけ近く黄道光帯の幅と輝度とを槍し，又，光帯が
コロナに融合する欣況を見ることが出來る筈である．黄道光の輝度は太陽から
の角距離が減すると共に急激に増加するから，光を爲指し，そのスペクトルを
撮る計薔が立たれ得るであらう．
　次の皆既F1ゴは19斗0年10月1日1こ起る．丁丁の輕路は南アメリカの北部とrtl・
アフリカの南部とに亘る2｝．上図の黄道光親測に最も良好な薄明厩域は約2a」）
幅がある片で，一つの片は，太亭洋上コ・ムビや海岸沖，北緯約3。，西出80。～
100．にあり，他は，印度洋上喜望1牽の東約14哩の，南緯約33．，東経53．～73．に
ある．これ等の逼域は全く海上であり，島も陸面も含まない．これは＝安な利
盆で，COnradが嘗て地球の表面を“写～水，水尺に適したabode”とV・つた見
解と一致する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1939年10月3日）
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